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プラン・フレンズ（NGOプラン・ジャパン開発教育ボランティア） 

タイトル 市民ボランティアによる開発教育～途上国の女の子の現状を学ぼう～ 

応募者氏名 プラン・フレンズ（NGOプラン・ジャパン開発教育ボランティア） 

作品を通して

伝えたいこと

プラン・フレンズは、NGOプラン・ジャパンに協力する 15名の市民ボランテ

ィアによる開発教育グループである。2007 年に活動を開始し、特に 2013 年 7月

からは、途上国の女の子が置かれている厳しい現状について、日本の子どもた

ちが共感的に学び、自分たちにできる支援を考える機会を提供してきた。途上

国の女性の現状は、MDGs の最終報告でも深刻さを指摘されており、その改善が

途上国の貧困削減、生活改善にも大きく寄与する。日本の子どもたちに、このよ

うな問題に関心を持って学習を進めてほしい。 

職業・年齢・性別が多様な一般市民が主体となって、日本の子どもたちを対象

とする開発教育を実践することで、市民同士の学び合い（Peer Education）を

広めてきた。本取り組みでは、学校や NGO だけではなく、開発教育において一

般市民にもできることがあるという実例を示してきたことが特徴である。 

実践者氏名／団体名 プラン・フレンズ（NGOプラン・ジャパン開発教育ボランティア） 

実施日・期間 2013 年７月～2015年８月 

主な実施場所 東京・埼玉・神奈川の小学校・中学校・高校、およびプラン・ジャパン事務局 

取り組みへの

参加者及び人数

東京・埼玉・神奈川を中心とする 12都府県の小学生・中学生・高校生および保

護者、計 941名 

目標・ねらい

 15 名のプラン・フレンズが役割分担をしながら、以下の４つのステップで、

日本の小学生・中学生・高校生が、途上国の女の子の現状を学び、自分たちにで

きる支援を考える機会を提供する。そして、これらの学習を提供することによ

り、市民同士の学び合い（Peer Education）を深める。 

１．途上国の女の子の現状を理解する 

女の子だから学校に行かせてもらえない、家の仕事をしなければならない、

早すぎる結婚や出産、といった途上国の女の子の現状を共感的に理解する。 

２．女の子への教育支援の重要性を理解する 

母親の識字率や就学率の向上が、乳幼児の生存率や家計の向上につながる

など、女の子への教育支援が途上国における生活改善、貧困削減において重

要であることを理解する。 

３．問題解決に向けて国際社会が尽力していることを理解する 

プラン・ジャパンによる女子教育支援を例として、途上国の女の子を支援

するために国際社会が支援を行っていることを理解する。 

４．身近な支援の実例を知り、参加する 

身近なボランティア活動への参加、啓発キャンペーンへの協力、政府や国

連への政策提案など、具体的なアクションの例を学ぶことで、私たち市民に

もできる支援の実例を知り、参加の機会を得る。 

具体的な

取り組み内容及び

工夫・配慮した点等

【具体的な取り組み】 

15 名のプラン・フレンズが役割分担をしながら、以下の３つの形態で、日本

の小学生・中学生・高校生を対象とする開発教育を行った。 

１．夏のワークショップの開催（2回実施、計 89名参加） 

８月に、公募で集まった小学生・中学生・高校生を対象に、プラン・フレン

ズが独自に開発した教材を体験するワークショップを開催した。小学校の中・

高学年から中学生、高校生までの異年齢集団が一緒に学ぶことで、子どもた

ち同士の間での学び合いの効果も生まれた。特に高校生には、ボランティア

としてワークショップ運営に参加することで、自ら学びつつ伝える側に立つ

体験を提供した。 
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２．小学校・中学校・高校での出張授業（9回実施、計 730名参加） 

首都圏の小学校・中学校・高校からの依頼に応じて、プラン・フレンズ１～

２名が講師として出張し、授業を行った。授業の時間数は１時間の単発授業

から５時間の連続講座まで、対象人数は 10名前後の小規模授業から 240名の

大講義まで、学校側の要望に合わせてアレンジした。 

３．事務局でのワークショップ開催（14回実施、計 122名参加） 

プラン・ジャパン事務局を訪問する全国各地からの中学生・高校生を対象

に、途上国の女の子の現状について理解を深め、問題解決に向けて NGOが取り

組んでいる活動を紹介するワークショップやボランティア体験を提供した。 

【工夫・配慮した点】 

 授業やワークショップの中で、以下の点を盛り込むように工夫した。 

１．模擬体験を取り入れる → 「気づき」をうながす 

教え込みではなく、「気づき」をうながす授業・ワークショップとなるよう、

水運び体験、女の子の成長すごろく、生活劇づくりなどによって途上国の子

どもたちのくらしを参加者が模擬体験し、共感的理解を深める工夫をした。 

２．具体物の提示 → 異文化でくらす子どもたちの「存在」を実感する 

アジア・アフリカ・中南米の民族衣装、子どもたちが実際に使っていた教科

書や制服、子どもたちが手作りしたおもちゃ・絵・エッセイなどの具体物を使

用することによって、遠く離れた地域でくらす子どもたちの「存在」を実感

し、イメージを膨らませるようにした。 

３．生き生きとした姿を伝える → 尊厳を尊重する 

それぞれの国の魅力的な点や、子どもたちの日常的な楽しみなどの話も取

り上げることで、「かわいそう」だけではない途上国の子どもたちの生き生き

とした姿を伝え、相手の尊厳を重視する姿勢を伝えた。 

４．映像や画像の利用 → 途上国の子どもたちの思いに「共感」する 

NGOプラン・ジャパンの現地プロジェクトの一環として途上国の子どもたち

が制作した映像や画像を利用することによって、同年代の子どもたちが考え

ていること、感じていることを共感的に理解しやすくした。 

５．参加者同士のコミュニケーション → 学び合いを広げる・深める 

授業・ワークショップにおいて、参加者同士の意見交換を重視することで、

学び合いが子ども同士の間にも広がっていくことを大切にした。特に夏のワ

ークショップでは、学年を超えた子どもたちが一緒に模擬体験に取り組むこ

とで、学び合いが深まっていくことを期待した。 

６．具体的なアクションの提示 → すぐに参加できる機会を提供する 

Raise Your Hand(後述)など、すぐにできる具体的なアクションの例を示す

ことで、子どもたちに支援への参加機会を提供した。 

７．メンバーの経験を活かす → 身近な支援の実例を伝える 

 プラン・フレンズはそれぞれに仕事や家庭を持つ一般市民でありながら、

途上国の問題に関心を持って開発教育ボランティアに参加している。それぞ

れがアジア・アフリカ・中南米の途上国を訪問した経験や、仕事で培ってきた

知見を授業に反映させることで、私たち一般市民でも途上国の問題に関わる

ことができると示した。 

教材・資料

 参加人数や学校側からの依頼に応じながら、以下の４つの教材を中心として、

各プラン・フレンズの体験を交えた授業内容を組み立てた。 

教材１．体験ゲームで知ろう！世界の子どもたちの今 

教材２．途上国の子どもたちの願いを学ぶ「夢のこいのぼり」読み解き 

教材３．途上国の女の子のくらしを学ぶ「シータちゃんの一日」 

教材４．途上国の子どもたちの思いを知ろう！「私が世界の大統領だったら」 

エッセイ 

⇒教材１～３は参考資料にて詳しく紹介する。

出張授業 

夏のワークショップ 

事務局ワークショップ 

水汲み体験 

「世界がもし 25人の村 

だったら」ワーク 
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成果

 約２年間の取り組みによって、以下の成果が得られた。 

１．活動実績 

・夏のワークショップ：２回の開催で、計 89名の子どもと保護者が参加 

・事務局でのワークショップ開催：10都府県から計 14回、122名が参加 

・小中高校での出張授業：３都県の９校で実施、計 730名が参加 

２．難しい問題をわかりやすく学び、共感的に理解した 

早すぎる結婚や出産、家事労働での酷使、学習機会の喪失といった、深刻な

問題を、ゲームや創作劇などの模擬体験を通して学ぶことで、低学年の子ど

もでも抵抗感なく共感的に理解することができた。（ワークショップ参加者

（中３）の感想：「今日学んだことは国際的にとても難しい問題なのにゲーム

感覚で教わることでよく学ぶことができた」） 

また、途上国の子どもたちが作成した絵やエッセイ、映像に接することで、

相手を尊重する気持ちが芽生え、問題解決に参加しようとする意欲が高まっ

ていることがうかがえた。 

３．学び合いが広がった 

援助機関の職員ではない、一般の会社員や公務員、主婦であるプラン・フレ

ンズが、開発教育に携わり、途上国支援の一翼を担っている姿を示すことで、

「専門家ではなくてもできることがある」というモデルになった。 

その後、授業やワークショップに参加した生徒が文化祭で途上国の女の子

の現状を取り上げる発表をしたり、生徒会主導で募金活動や書き損じはがき

集めを実施するなど、「学び合い」の輪が広がっている。 

４．「日本にいる私たちにできること」の小さなステップを示した 

途上国の女の子の状況を改善するために、一般市民の私たちが日本にいなが

らにしてできる具体的なアクションの例を示すことで、子どもたちの参加意欲

を涵養することができた。 

例１．Raise your hand：手を挙げた写真を撮ることで、女の子への支援 

を望む意思を表明し、国連事務総長や国際社会のリーダーたちに送 

って、女の子の教育環境の整備を働きかける啓発キャンペーン。 

例２．書き損じはがきの回収：学校内で書き損じはがきを回収し、換金し 

て途上国支援への寄付金とするキャンペーン。 

今後の展開、発展

（この取り組み

の生かし方）

１．学び合いのさらなる広がり：対象の拡大 

今までは子どもを中心に開発教育を実践してきたが、今後は大人にも対象を

広げたい。すでに埼玉や千葉で、途上国の女性問題を扱った映画上映会を開催

し、ワークショップを行っている。これまでにワークショップに参加した子ど

もたちがこうした場で発表するなど、子どもから大人への発信に挑戦し、学び

合いをさらに広めていきたい。 

２．学び合いのさらなる広がり：他のボランティア・グループとの連携 

高校生・大学生のボランティア・グループや地域の市民グループと共同でワ

ークショップを開催したり、教材の改善に向けた意見交換会をするなど、連携

を進めたい。すでに、ユース・グループと教材開発の意見交換をしたり、さい

たま市の国際友好フェアにおいて市民グループと共同のワークショップを開

催した経験がある。こうした機会を増やすことで学び合いを広め、深めていき

たい。 

３．教材をパッケージにして学校などに提供していく 

プラン・フレンズが開発した教材をパッケージ化して、学校教員や開発教育

に取り組むグループが活用できる形にして提供する。それを通じて、共感的に

途上国の女の子の現状を学び、支援への参加意欲を育成する機会をさらに増や

したい。また、アクティブラーニングの実践に取り組む学校教員に活用しても

らうことで、開発教育の機会を広めたい。 

すごろくゲームで途上国

の女の子の人生を学ぶ 

現地を訪れるメンバー 

Raise Your Hand 

さいたま国際友好フェア 
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